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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

日本製紙㈱北海道工場勇払事業所内を見学する
参加者

第1回安全対策委員会で今年度の安全確立にむけた
取り組みを確認

一致団結を掲げ田原委員長の団結ガンバロー

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０
０
５
年

４
月
25
日
の
福
知
山
線
列
車
事

故
を
は
じ
め
と
す
る
悲
惨
な
事

故
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と

い
う
強
い
決
意
の
も
と
、
「
安

全
指
針
」
を
策
定
し
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
の
安
全
確
立
と
信
頼
回

復
を
最
優
先
課
題
に
位
置
付
け

た
運
動
を
進
め
、
「
す
べ
て
の

Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故
・

重
大
労
災
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
以
外
の

産
業
・
企
業
に
お
け
る
安
全
確

保
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守

な
ど
の
取
り
組
み
を
虚
心
坦
懐

に
学
び
、
今
後
の
安
全
確
立
に

む
け
た
取
り
組
み
に
活
か
す
た

め
、
毎
年
「
業
種
間
安
全
検
討

会
」
と
題
し
、
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
交
通
運
輸
産
業
や

重
工
業
メ
ー
カ
な
ど
を
中
心
に

検
討
会
を
開
催
し
て
き
た
が
、

昨
年
の
製
糸
業
に
続
き
、
今
回

は
、
新
聞
や
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど

を
製
作
す
る
製
紙
業
に
お
け
る

安
全
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
べ
く
、

紙
パ
連
合
（
日
本
紙
パ
ル
プ
紙

加
工
産
業
労
働
組
合
連
合
会
、

組
織
人
員
２
万
８
千
人
）
北
海

道
地
方
本
部
・
日
本
製
紙
労
働

組
合
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

26
日
、
北
海
道
苫
小
牧
市
に

あ
る
日
本
製
紙
㈱
北
海
道
工
場

勇
払
事
業
所
で
第
13
回
業
種
間

安
全
検
討
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ

連
合
執
行
部
と
安
全
対
策
委
員

は
異
な
る
が
、

製
紙
連
合
会

と
と
も
に
、

産
別
と
し
て

個
々
の
取
り

組
み
を
現
地

視
察
し
て
共

有
し
合
い
、

労
使
で
目
線

を
合
わ
せ
て

安
全
の
取
り

組
み
に
活
か

Ａ　

退
職
金
も
支
給
基
準
が
明
確

　

で
あ
れ
ば
賃
金
に
該
当
し
ま
す
。

　

賃
金
全
額
払
い
の
原
則
は
、
賃

　

金
の
控
除
・
相
殺
を
禁
止
し
て

　

い
ま
す
が
、
事
業
場
の
過
半
数

　

の
代
表
者
（
過
半
数
の
労
働
組

　

合
が
あ
れ
ば
そ
の
労
働
組
合
、

　

こ
れ
が
無
い
場
合
に
は
過
半
数

　

を
代
表
す
る
者
）
と
の
間
で
労

　

使
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
例

　

外
を
認
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　

判
例
は
、
労
働
者
が
使
用
者
と

　

の
間
で
真
に
自
由
な
意
思
に
よ

　

り
相
殺
合
意
を
す
る
こ
と
を
有

　

効
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
１
、
４
に

　

な
り
ま
す
。

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集
２
０
１
６

年
版
［
中
級
問
題
・
賃
金
］よ
り
出
題
）

知って活かそうワークルール㊱
Ｑ　賃金全額支払いの原則について、正しいもの
　をすべて選びなさい。【正答率19％】
１　退職金も賃金であるので、全額支払いの原則が適用
　される。
２　事業場に過半数組合が存在する場合に限り、その組
　合と賃金控除協定を締結することで、賃金全額払いの
　原則の例外が認められる。
３　賃金との相殺が禁止されるのは、労働契約締結の際
　になされた前借金との相殺に限定される。
４　合意による相殺が労働者の自由な意思で行われる場
　合には、全額払いの原則に違反しない。

　

８
月
26
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
第
13
回
業
種
間
安
全
検
討
会
を
開
催

し
、
安
全
対
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
14
人
は
、
紙
パ
連
合
北
海

道
地
方
本
部
・
日
本
製
紙
労
組
の
協
力
の
も
と
、
日
本
製
紙
㈱
北

海
道
工
場
勇
払
事
業
所
の
安
全
の
取
り
組
み
を
学
び
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
今
検
討
会
で
は
、
労
使
で
取
り
組
む
安
全
活
動
の
姿
を

学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
25
日
に
は
第
１
回
安
全
対
策
委
員

会
を
開
催
し
、
「
重
大
労
災
防
止
の
行
動
指
針
」
の
見
直
し
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
と
し
て

他
産
業
・
他
企
業
の
取
り
組
み
か
ら
知
見
を
得
る

会
の
メ
ンバ
ー

14
人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、
紙

パ
連
合
北
海

道
地
方
本
部

の
今
野
委
員

長
か
ら
、
紙

パ
連
合
は
同

業
他
社
の
集

ま
り
で
各
工

場
で
の
安
全

の
取
り
組
み

し
て
い
る
と
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
勇
払
事
業
所
の
石

井
所
長
か
ら
は
労
働
組
合
と
し

て
他
産
業
に
ま
で
安
全
の
取
り

組
み
を
学
ぶ
Ｊ
Ｒ
連
合
の
姿
勢

に
対
し
て
賛
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
、
尾
形

泰
二
郎
安
全
対
策
委
員
会
副
委

員
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
書

記
長
）
か
ら
は
、
更
な
る
安
全

意
識
の
高
揚
に
む
け
て
様
々
な

取
り
組
み
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
挨
拶
を
お
こ
な
っ
た
。

　

日
本
製
紙
㈱
北
海
道
工
場
勇

払
事
業
所
は
、
苫
小
牧
臨
海
工

業
地
帯
に
位
置
し
、
東
京
ド
ー

ム
１
０
０
個
分
超
の
広
大
な
土

地
を
活
か
し
、
紙
・
パ
ル
プ
の

一
大
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
当
事
業
所
は
１

９
４
０
年
に
設
立
さ
れ
、
原
材

料
の
木
材
チ
ッ
プ
や
古
紙
か
ら

コ
ピ
ー
用
紙
や
新
聞
紙
か
ら
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
月
間
２・

８
万
ト
ン
も
製
造
す
る
大
規
模

な
製
紙
工
場
で
あ
る
。

　

工
場
内
で
は
、
古
紙
か
ら
新

聞
用
紙
が
で
き
る
工
程
の
見
学

と
と
も
に
安
全
体
験
研
修
を
体

験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

意
見
交
換
で
は
、
人
材
の
確
保

の
難
し
さ
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
実
施
に
よ
る
リ
ス
ク
除

去
の
取
り
組
み
、
熱
中
症
対
策
、

少
人
数
操
業
で
の
危
険
回
避
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
意
見
交
換
を

お
こ
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
安

全
衛
生
委
員
会
活
動
と
は
別
に
、

労
使
で
職
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
こ
と
や
労
働
組
合
単

独
で
も
行
う
な
ど
、
労
使
が
共

に
取
り
組
む
安
全
活
動
の
姿
が

と
て
も
印
象
深
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
25
日
に
は
第

１
回
安
全
対
策
委
員
会
を
開
催

し
、
今
年
度
の
取
り
組
み
を
確

認
し
合
っ
た
。
安
全
に
関
わ
る

労
災
事
象
や
事
故
情
報
な
ど
を

共
有
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や
協

力
会
社
の
参
加
の
も
と
安
全
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
継
続
開
催
し
、

グ
ル
ー
プ
・
協
力
会
社
に
お
け

る
安
全
確
立
の
取
り
組
み
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
っ

た
。
ま
た
、
「
安
全
指
針
（
改

訂
版
２
０
１
６
）
」
策
定
に
併

せ
、
「
重
大
労
災
防
止
の
行
動

指
針
」
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い

て
も
協
議
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
安
全
対
策
委

員
会
を
中
心
に
、
よ
り
い
っ
そ

う
安
全
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
業
種
間

安
全
検
討
会
で
得
ら
れ
た
知
見

を
今
後
に
活
か
し
て
い
く
。

第１回 2005年11月21日 全日空･ＡＮＡ労組（航空連合）
第２回 2006年４月11日 電力総連
第３回 2007年１月31日 東京メトロ・東京地下鉄労組（私鉄総連）
第４回 2007年４月21日 ヤマト運輸・ヤマト運輸労組（運輸労連）
第５回 2007年11月28日 キリンビール栃木工場・キリンビール労組（フード連合）
第６回 2008年４月15日 都営地下鉄・東京交通労組（都市交）
第７回 2009年１月30日 三菱重工長崎造船所・三菱重工労組（基幹労連）
第８回 2010年４月16日 全日空安全センター・ＡＮＡ労組（航空連合）
第９回 2012年１月16日 住友金属小倉製鉄所・住友金属小倉労組（基幹労連）
第10回 2013年１月21日 日本車輌製造豊川製作所・日本車輌労組（ＪＡＭ）
第11回 2013年12月19日 ダイキン工業滋賀製作所・ダイキン工業労組（ＪＡＭ）
第12回 2015年７月27日 倉敷紡績丸亀工場・倉敷紡績労組（ＵＡゼンセン）

〈業種間安全検討会の開催実績〉

第12回政策シンポジウム
鉄道特性の発揮、公共交通の持続的な発展に向けて
～JRから「チーム公共交通」の輪を拡げよう！～
をテーマに高松での開催決定

　一昨年（2014年）10月に開催した「第11回
政策シンポジウム」では、「チーム公共交通」
の形成を提唱し、鉄道をはじめとする公共交
通各モードの連携強化の必要性を訴えてきた。
また、「鉄道特性活性化プロジェクト」の活
動を通じ、地域公共交通のあり方について考
察し、大局的な見地に立った提言を行うため
の運動を展開してきた。
　「第12回政策シンポジウム」は、これまで
の取り組み経過の報告及び中間総括に加え、
組合員の政策への関心を一層高めることを目
的として開催する。

（1）日時 2016年10月17日(月)12:45～17:30
（2）会場 レグザムホール（香川県県民ホール）
           ※ＪＲ高松駅より徒歩8分

（3）内容 ①特別講演
 ②加盟単組からの政策課題に対す          
　　　　　 る取り組み報告
 ③パネルディスカッション
 ④「鉄道特性活性化ＰＴ」中間答申
 　提起

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
７
月
30
日
、

札
幌
市
内
に
お
い
て
、
「
安
全

の
確
立
に
全
力
を
あ
げ
、
政
策
・

組
織
課
題
を
解
決
し
、
ま
と
も

な
労
働
者
の
総
結
集
で
、
民
主

化
闘
争
の
完
遂
を
目
指
そ
う
！
」

の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
と
、

第
14
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
を
満

場
一
致
で
決
定
し
、
新
執
行
体

制
を
確
立
し
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
田
原
委

員
長
は
、
①
安
全
の
確
立
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
信
頼
回
復
と
再
生
、

②
経
営
問
題
と
政
策
課
題
の
実

現
、
③
民
主
化
闘
争
・
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
と
い
う
当
面
の

３
つ
の
最
重
点
課
題
に
絞
り
所

信
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
果

敢
な
取
り
組
み
に
全
力
を
挙
げ

る
よ
う
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
松
岡
会

長
、
政
所
政
策
・
調
査
部
長
が

参
加
し
、
激
励
と
連
帯
の
挨
拶

を
お
こ
な
っ
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、
執
行
部
か

ら
提
案
さ
れ
た
経
過
報
告
、
運

動
方
針
案
等
に
対
し
、
６
人
の

代
議
員
よ
り
、
安
全
の
確
立
、

組
織
拡
大
と
民
主
化
闘
争
、
業

務
・
政
策
課
題
（
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
）
、
青
年
女
性
委

５
人
の
新
任
執
行
委
員
を
含
む

新
た
な
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

　

最
後
に
、
田
原
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
、

全
組
合
員
の
運
動
・
行
動
へ
の

積
極
的
参
加
を
確
認
し
合
っ
た
。

員
会
活
動
の

あ
り
方
等
に

つ
い
て
積
極

的
な
発
言
が

あ
り
、
執
行

部
答
弁
、
昆

書
記
長
の
総

括
答
弁
の
後
、

議
案
は
満
場

一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

　

な
お
、
役

員
改
選
で
は
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
14
回
定
期
大
会

「
安
全
の
確
立
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
再
生
」

　

  

「
組
織
拡
大
と
民
主
化
完
遂
」

       

「
政
策
課
題
の
解
決
」
で
意
思
統
一

第13回業種間安全検討会・第１回安全対策委員会

労使で取り組む安全活動の姿を学ぶ
（日本製紙㈱北海道工場勇払事業所）

第13回業種間安全検討会・第１回安全対策委員会

労使で取り組む安全活動の姿を学ぶ
（日本製紙㈱北海道工場勇払事業所）
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 527号（２）

西
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

    

大
阪
地
方
本
部（
大
阪
府
大
阪
市
）

組合事務所
めぐり
㊴

す
。
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
守
り
継

が
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
魂
」
を
次
代
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
の
皆
様
、
歴
史
と

伝
統
溢
れ
る
大
阪
の
町
に
お
越
し
に
な

る
の
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
12
月
６
日
で
結
成

25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
阪
地
方
本
部

は
４
支
部
59
分
会
、
６
０
０
０
人
超
え

す
。
こ
れ
か
ら
の
９
月
・
10
月
に
は
、

大
阪
、
泉
州
男
が
燃
え
る
、
岸
和
田
だ

ん
じ
り
祭
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
り
は
、
約
３
０

０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
祭
り
で
す
。

収
穫
を
と
も
に
願
い
、
祝
う
と
い
っ
た

こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
一
年
に
一
度

の
祭
り
で
す
。
時
代
が
か
わ
り
、
社
会

が
変
わ
る
中
に
あ
っ
て
も
、
人
々
の
気

持
ち
の
根
本
に
流
れ
る
「
地
域
」
を
結

び
つ
け
る
精
神
は
、
ず
っ
と
、
つ
な
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
守
り
継
が
れ
た
「
だ

ん
じ
り
魂
」
を
是
非
一
度
、
見
に
来
て

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
大
阪
地
方
本
部
は
、
高

さ
３
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
日
本
で

一
番
高
い
高
層
複
合
ビ
ル
「
ハ
ル
カ
ス
」

が
あ
る
、
天
王
寺
駅
の
北
口
か
ら
徒
歩

２
分
程
度
の
場
所
に
事
務
所
が
あ
り
ま

す
。

　

大
阪
に
は
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
集
め
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク
「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
」
や
、
足
の

裏
を
な
で
る
と
幸
運
が
訪
れ
る
と
い
う

神
「
ビ
リ
ケ
ン
像
」
が
あ
る
通
天
閣
な

ど
、
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

歴
史
と
伝
統
を
守
り
継
ぐ
「
岸
和
田

だ
ん
じ
り
祭
り
」

JR連合結成大会（1992.5.18）

ナガサキ集会

オキナワ集会

親子で植栽木周辺の不要木を除伐する
参加者

ヒロシマ集会

Ｊ
Ｒ
連
合
の
結
成

民
主
化
闘
争 

２

る
組
合
員
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
内

青
年
女
性
委
員
会
が
２
０
０
０
人
を
占

め
て
い
ま
す
。
国
鉄
改
革
を
経
験
し
て

い
な
い
世
代
が
運
動
の
中
心
を
担
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
輩
方
が
築
い
て
き
た
今
日
ま
で
の

安
定
し
た
雇
用
・
労
働
条
件
、
平
和
な

労
使
関
係
に
つ
い
て
、
様
々
な
場
を
活

用
し
て
運
動
の
歴
史
を
継
承
し
て
い
ま

特　集 連
合
２
０
１
６
平
和
行
動

沖
縄
・
広
島
・
長
崎
か
ら
世
界
の
恒
久
平
和
の

　
　
　
　
　

  

実
現
に
む
け
て
想
い
を
ひ
と
つ
に

　

ま
ず
Ｊ
Ｒ
連
合
の
結
成
に
つ

い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　

国
鉄
改
革
に
よ
っ
て
１
９
８

７
年
３
月
に
国
鉄
が
解
散
し
、

４
月
１
日
に
新
生
Ｊ
Ｒ
が
誕
生

し
た
。
Ｊ
Ｒ
発
足
に
伴
っ
て
、

鉄
道
労
連
、
鉄
産
総
連
、
国
労

な
ど
の
労
働
組
合
も
そ
れ
ぞ
れ

一
民
間
の
労
働
組
合
と
し
て
新

た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

と
な
っ
た
。
分
社
化
に
よ
っ
て

鉄
道
労
連
と
鉄
産
総
連
は
会
社

ご
と
の
企
業
別
労
働
組
合
に
再

編
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
発
足
時
に
鉄
道
労
連（
後

の
Ｊ
Ｒ
総
連
）
は
組
織
人
員
約

13
万
人
の
最
大
組
織
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
組
織
運
営
に
お
い
て

は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

と
り
わ
け
鉄
道
労
連
内
に
お
け

る
旧
動
労
役
員
と
組
合
員
の
革

マ
ル
派
浸
透
問
題
が
解
明
さ
れ

て
お
ら
ず
、
国
鉄
改
革
前
後
に

発
生
し
た
セ
ク
ト
間
闘
争
（
内

ゲ
バ
）
は
組
織
の
前
途
に
暗
い

陰
を
な
お
残
し
て
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
結
成
３
年
目
の
１

９
９
０
年
、
政
府
が
国
鉄
清
算

事
業
団
職
員
の
雇
用
対
策
と
し

て
Ｊ
Ｒ
各
社
へ
の
追
加
採
用
の

再
申
請
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、Ｊ
Ｒ
総
連
は
Ｊ
Ｒ
経
営
へ

の
政
治
介
入
だ
と
し
て
こ
れ
に

反
発
、直
後
の
第
５
回
定
期
大

会
に
お
い
て
唐
突
に
何
の
前
触

れ
も
な
く
「
ス
ト
権
の
確
立
、

Ｊ
Ｒ
総
連
へ
の
委
譲
」
を
提
起

し
た
。
こ
の
Ｊ
Ｒ
総
連
の
独
善

的
な
組
織
運
営
に
対
し
て
、
東

海
以
西
の
各
単
組
は
組
合
主
義

に
も
と
づ
き
民
主
的
な
組
織
運

営
に
よ
る
運
動
を
貫
こ
う
と
反

発
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
総
連
執
行
部

に
よ
る
反
発
し
た
各
単
組
へ
の

度
重
な
る
誹
謗
中
傷
が
繰
り
返

さ
れ
、
も
は
や
Ｊ
Ｒ
総
連
は
民

主
的
な
産
別
組
織
と
し
て
認
め

難
い
状
況
に
至
っ
た
。

　

１
９
９
１
年
２
月
、
旧
Ｊ
Ｒ

西
労
組
第
９
回
中
央
委
員
会
で

Ｊ
Ｒ
総
連
と
の
断
絶
を
提
起
し
、

同
年
７
月
の
第
６
回
定
期
大
会

で
脱
退
を
決
定
、
そ
の
後
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
組
、
旧
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
、
旧
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
が
相
次

い
で
Ｊ
Ｒ
総
連
を
脱
退
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
を
脱
退
し
た
旧
Ｊ

Ｒ
東
海
労
組
、
旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、

旧
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
真
に
Ｊ

Ｒ
労
働
者
を
代
表
し
社
会
的
信

頼
と
組
合
員
の
付
託
に
応
え
ら

れ
る
産
業
別
労
働
組
合
の
結
成

に
む
け
て
協
議
を
始
め
、
１
９

９
２
年
３
月
第
１
回
新
全
国
産

別
結
成
準
備
委
員
会
（
Ｊ
Ｒ

東
海
労
組
、
東
海
鉄
産
労
、
旧

Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
旧
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
、
九
州
鉄
産
労
の
５
労
組
参

加
）
を
開
催
し
、
同
年
４
月
に

は
第
２
回
の
結
成
準
備
委
員
会

（
先
の
５
労
組
に
加
え
北
海
道

鉄
産
労
、東
日
本
鉄
産
労
、
旧

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
、
四
国
鉄
産
労
、

貨
物
鉄
産
労
の
10
労
組
参
加
）

を
開
催
し
た
。
以
降
、
第
３
回
、

第
４
回
の
準
備
委
員
会
を
経
て
、

１
９
９
２
年
５
月
18
日
加
盟
10

単
組
７
万
６
千
人
に
よ
る
新
た

な
産
別
組
織
、
日
本
鉄
道
労
働

組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
を

結
成
し
た
。

　

こ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
Ｊ
Ｒ

東
労
組
か
ら
脱
退
し
た
Ｊ
Ｒ
東

新
労
と
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ

ン
、
国
労
か
ら
脱
退
し
た
Ｊ
Ｒ

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
、
関
連
グ
ル
ー

プ
労
組
な
ど
が
合
流
し
、
現
在

の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
か
た
ち
が
出
来

上
が
り
、
そ
し
て
、
来
年
５
月

に
結
成
25
年
を
迎
え
る
。

■
オ
キ
ナ
ワ
集
会

　

６
月
23
日
、
沖
縄
県
那
覇
市

に
て
、
「
連
合
２
０
１
６
平
和

オ
キ
ナ
ワ
集
会
」
が
開
催
さ
れ

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
連
合
が
主
催
す
る
沖
縄・広
島
・
長
崎
の
平
和
行

動
の
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し
て
き
た
。

　

連
合
は
平
和
運
動
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
世
界
の
恒

久
平
和
の
実
現
と
、
被
爆
者
支
援
の
強
化
を
は
じ
め
、在
日
米
軍
基

地
の
整
理
・
縮
小
、日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
む
け
た

運
動
、
北
方
領
土
の
早
期
返
還
と
日
ロ
平
和
条
約
の
締
結
を
め

ざ
す
運
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
連
合
は
６
月

～
９
月
を
平
和
行
動
月
間
と
し
て
、
６
月
に
沖
縄
、８
月
に
広
島
と

長
崎
、
９
月
に
は
根
室
で
の
平
和
行
動
を
行
っ
て
い
る
。

た
。
集
会
の
行
わ
れ
た
６
月
23

日
は
、
１
９
４
５
年
、
日
本
軍

に
よ
る
組
織
的
戦
闘
が
終
わ
っ

た
日
と
さ
れ
、
戦
後
に
「
慰
霊

人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
「
語
り
部
か
ら

学
ぶ
次
世
代
へ
の
継
承
と
沖
縄

の
現
状
」
を
テ
ー
マ
に
、
語
り

部
が
歌
・
三
線
や
踊
り
に
よ
っ

て
沖
縄
に
お
け
る
悲
惨
な
過
去

と
現
在
に
つ
い
て
会
場
の
出
席

ら
に
訴
え
か
け
た
。
ま
た
、
沖

縄
に
は
全
国
に
あ
る
ア
メ
リ
カ

軍
施
設
の
74
・
８
％
が
集
中
し
、

今
な
お
23
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
規
模
で
あ
る
。
普
天
間

基
地
の
辺
野
古
移
設
を
は
じ
め

沖
縄
が
抱
え
る
基
地
問
題
や
日

米
地
位
協
定
の
問
題
点
な
ど
に

理
解
を
深
め
た
。

■
ヒ
ロ
シ
マ
集
会

　

８
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ

Ｒ
西
労
組
・
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
、

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
青
年
女

性
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
の
総
勢
40
人
で

「
連
合
２
０
１
６
平

和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」

に
参
加
し
た
。

　

集
会
の
前
段
、
連

合
主
催
の
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
に
参
加
し
、
広
島

平
和
記
念
公
園
内
の

慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
集
会
で

は
、
今
年
５
月
オ
バ

マ
大
統
領
と
固
い
握

込
め
て
黙
祷
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
参
加
者
全
員
で
「
広
島
平

和
記
念
資
料
館
」
お
よ
び
「
袋

町
小
学
校
平
和
資
料
館
」
と

「
本
川
小
学
校
平
和
資
料
館
」

を
見
学
し
、
三
度
こ
の
悲
劇
を

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
改
め
て
強
く
固
め
合
っ

た
。

■
ナ
ガ
サ
キ
集
会

　

８
月
８
日
、
連
合
に
集
う
仲

　

集
会
で
は
、

「
被
爆
者
の
訴

え
」
と
し
て
、

12
歳
の
時
に
被

爆
し
た
田
川
博

康
さ
ん
よ
り
、

被
爆
時
の
大
変

悲
惨
な
状
況
に

間
の
約
３
千
人
が
参
加
し
て

「
２
０
１
６
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集

会
」が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
と
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
25
人
を

含
む
総
勢
32
人
が
出
席
し
た
。

つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、高
校
生
平
和
大
使
を
含
め
た

「
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

に
続
き
、
吉
岡
し
げ
美
さ
ん
に

よ
る
「
詩
（
う
た
）
い
・
つ
な

ぐ
」
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

翌
９
日
に
は
、
「
長
崎
原
爆
犠

牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」
が

開
催
さ
れ
る
長
崎
平
和
公
園
周

辺
地
区
な
ど
を
見
学
し
、
平
和

な
社
会
の
実
現
と
核
兵
器
廃
絶

へ
の
想
い
を
新
た
に
し
た
。

　

８
月
27
日
、
「
富
士
山
の
森

づ
く
り
」
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

２
０
０
７
年
か
ら
公
益
財
団
法

人
オ
イ
ス
カ
と
協
働
し
て
、

「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」
植
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
毎
年
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
。
山
梨
県

る
虫
害
に
強
い
多
種
な
樹
木
を

植
え
、
育
成
す
る
こ
と
で
、
自

然
林
に
近
い
森
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

　

今
回
も
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン・

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
・
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
貨
物

鉄
産
労
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
連
合
の
主

に
東
海
エ
リ
ア
お
よ
び
東
京
エ

リ
ア
か
ら
総
勢
72
人
の
組
合
員・

家
族
ら
が
参
加
し
た
。
ま
た
、

交
運
共
済
か
ら
も
今
回
初
め
て

７
人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
夏
休
み
期
間
中

に
開
催
し
て
お
り
、
参
加
い
た

だ
い
た
３
組
の
ご
家
族
か
ら

「
子
供
ら
も
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
い
う
声
も
い
た

だ
い
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様

の
中
、
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

成
長
し
た
植
栽
木
周
辺
の
除
伐

作
業
を
行
っ
た
。
作
業
終
了
後
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
参
加
者

同
士
の
交
流
も
図
っ
た
。

鳴
沢
村
（
富
士
山
２

合
目
付
近
、
標
高
約

１
５
０
０
～
１
６
０

０
メ
ー
ト
ル
付
近
）

で
、
山
梨
県
と
オ
イ

ス
カ
が
進
め
る
事
業

に
協
力
し
、
病
虫
害

で
広
範
囲
に
荒
廃
し

た
シ
ラ
ベ
林
に
富
士

山
麓
に
自
生
し
て
い

富
士
山
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

家
族
も
参
加
し
森
林
保
護
に
一
役

の
日
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
か
ら
お
よ
そ
１

３
０
０
人
が
集
結
し
た

集
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
・

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら
５

手
を
交
わ
し
た
広
島
県
原
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
の
坪
井
直
理

事
長
か
ら
被
爆
体
験
証
言
を
聞

く
と
と
も
に
、
高
校
生
平
和
大

使
か
ら
の
活
動
報
告
を
受
け
た
。

　

翌
６
日
に
は
、
「
広
島
市
原

爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念

式
典
」
に
も
参
加
し
、
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
８
時
15
分
に
は
平

和
の
鐘
が
鳴
り
響
く
中
、
参
加

者
全
員
で
世
界
平
和
の
祈
り
を


